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はじめに 
ストラクチャスキャン SIR-EZ をご購入頂き、誠に有難う御座います。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

 

 

 

同ＣＤには下記内容が収録されています。 

① 取扱説明書 ・・・・・・・・・・・P.1 

② トレーニング資料 ・・・・・・・・P.31 
 

 

※ 上記、各項目を選択頂くと該当ページに移動します。 

※ Ver． 1.0.7.1 版は画面保存機能がﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ方式で保存されます。        

※ Ver． 1.0.7.4 版以降は画面保存機能が JPEG 方式で保存されます。 

 

Ver, 1.1.3.7ez 

ＫＥＹＴＥＣ株式会社 

2011年 5月作成版 
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限定保証：保証に関する制限事項 
Geophysical Survey Systems, Inc. ( 以下、「 GSSI 社 」とする ) の本製品に関する保証は、お客様が直接購入し

た日より 1 年間に限るものとします。なお、お客様が本製品を通常の使用状態で使用された場合にのみ限定させて

頂きます。また本製品には、その材質及び製造技術に基因する欠陥がないという点を保証させていただきます。 

本保証は、製品の乱用や誤用、又は、取扱説明書に反する使用、自然の消耗、天災、GSSI 社によるトレーニングを

修了した者以外の修理による故障には適用されません。また、製品の使用によるいかなる損害又は怪我に対して、

状況のいかんに関わらず責任を負いかねます。 

本製品又は部品などを返送する際、KEYTEC 又は販売代理店に連絡し、必ず故障内容と使用状況をお知らせ下さい。 

規制に関して 
最新の情報に関しては、ウェブサイト www.geophysical.com/regulatoryinformation.htm, をご覧ください。 

また、連邦通信委員会（FCC） 登録に関する情報も上記のサイトで確認できます。 

• FCC Notice for U.S. Customer 
• Canadian Requirements for RSS-220 
• Declaration of CE Conformance 
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Section 1: 始めに 
 
1.1 ストラクチャスキャン SIR-EZ の電源を入れるには 

1 ストラクチャスキャン SIR-EZ の電源を入れます。 
• 下図のようにバッテリーをスロットに挿入してください。 

• 電源ボタンを押すと、電源ボタンのライトが緑色に点灯します。 

 

2 数秒後、 システムが起動し、メインメニュー画面が開きます。 

• 画面左下には、バッテリー残量及び バッテリー使用可能時間を表示 

• 画面下中央に、現在時刻を表示 

• 画面右下に、メモリー残量を計測可能距離として表示 

 
 
3 電源を切るには、 電源ボタンを２秒以上押すと、電源ボタンのライトが消灯し電源が切れます。 

 

4 ハンドルのボタンについて： 左矢印、右矢印 、上矢印、 下矢印、 （決定）ボタン。 

 
 
 

5 測定方向の画面によって、 （測定方向を逆転させた場合）

上、下、左、右のボタンは入れ替わります。 

• メニュー画面又は前の画面に戻る際は、 

製品後部に向いているボタン（右図参照）を押しま

す。（以下、「バックボタン」とする） 

• 落下防止のストラップを標準装備 

（必ず探査時にストラップを使用して下さい。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

こちらのボタンは全ての操作において、前の

画面に戻るバックボタンとなります。 

メインメニュー画面 
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1.2 断面測定「２Ｄ」と平面簡易可視化測定「３Ｄ」を切替えるには 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
Section 2: SIR-EZ の「２Ｄ」探査条件設定 
 
 測定を開始する前に、探査条件を確認します。(設定した条件値はデフォルト可能です) 

システムメニューオプション 
6 メインメニュー画面から、を押して、システムを選択します。  

7 と ボタンを使用し 、設定したい項目を選択します。 
 

日付/時間設定:日付と時間の設定 

1 日付/時間設定を選び、（決定） ボタンを押します。 

2 変更したい項目を選び、（決定）ボタンを押すと、画面下に選択画面が表示します。 

• 項目値変更 –   と  ボタンを使い各々項目の値を調整します。 

• 決定 – その変更でよろしければ、（決定）ボタンを押します。 

• 終了 – 変更を保存せず止めるには、ボタンを押します。  

3 前の画面に戻るには、バックボタンを押します。 

 

設定: 表示方向、 言語、単位、レーザー、音量の設定 

1 表示方向を選び、（決定）ボタンを押します。 

2  ボタンを押し、設定したい項目を選択します。 

• 表示方向 – （決定）ボタンを押し、画面の表示方向を右又は左に切り替えます。 

• 言語 – （決定）ボタンを押すと、英語又は日本語に設定できます。 

 

＊ ストラクチャスキャン SIR-EZ の電源を入れますと 

数秒後、 システムを起動メインメニュー画面 

（左図）が表示されます。 
 

＊（決定）ボタンを押すごとに「２Ｄ」と「３Ｄ」が切替

わります。 

※ 断面表示「２Ｄ」とは・・通常の断面表示で深度を

縦軸、水平走行距離を横軸に表示させます。 

※ 平面簡易可視化測定「３Ｄ」とは・・任意の深度を

スライス（輪切り）表示することが出来ます。 

メインメニュー画面 

システムメニュー画面 
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• 単位 – （決定）ボタンを押すと、メートル又はフィートに設定できます。 

• レーザー–（決定）ボタンで ON の状態にすると、測定メニューの時のみ、レーザーを照射します。 

※注意：バッテリー残量が４分以下になると、前方レーザーが点滅します。  

• 音量–  （決定）ボタンを押し、音量を大、中、小、オフに設定できます。 

• バージョン– （決定）ボタンを押すと、バージョンナンバーが確認できます。 

3 前の画面に戻るには    バックボタンを押します。 

 

校正: 自動校正機能（コンクリート表面０㎝のアジャスト） 

1 システムのメニュー画面から、校正を選び、決定  ボタンを押します。 

右図のように本体を持ち、１m 以内に何も物がない状態にして下さい。 

 (決定)ボタンを押すと自動校正が始まり、数秒後に「校正完了」と表示されます。 

2 バックボタンを押すと、前の画面に戻ります。 

3 システムを手動で再起動する必要があります。 

電源ボタンを長押しして電源を切り、もう一度電源ボタンを押して再起動して下さい。 

 

操作アシスト：同装置は各操作実行時に画面下部に次に行うことの出来る操作手順が表示されます。 

 

 

消去: 保存されたデータを消去する 

個々のファイルはプロジェクト 1～8 に入っています。 

1 消去を選び、（決定）ボタンを押します。 

2 画面下に、選択項目が表示されます。（右図参照） 

 

全てのプロジェクトを消去又は特定のプロジェクトのみ消去 
全てのプロジェクト： 全てのプロジェクト内にあるファイルを全消去したい場合 

1 全てのプロジェクトにあるファイルを削除する場合、ALL（全て）を選択し(決定)ボタン 

を押します。 

2 削除する場合、ボタン(ゴミ箱)を押します。 

3 キャンセルする場合は、ボタン(×)を押します。  

※Ｖｅｒ 1.1.1.0 以降は日本語表示｢ALL｣→「全て」に変更 

 

特定のプロジェクト：特定のプロジェクト又は特定のファイルを削除する場合 
1   ボタン押し、削除したいプロジェクトを選択します。 

2 削除するには、ボタン(ゴミ箱)を押します（選択したプロジェクト内の全ファイルが削除されます）。 

3 削除する場合 ボタンを押します。キャンセルする場合はボタン(×)を押します。 

4 終了するには、ボタンを押します。  
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特定のファイル：プロジェクト内にある特定のファイルを選択し削除するには 
1  ボタンを押し、特定のプロジェクトを選択します。 

2 （決定）ボタンを押します。 

3  ボタン を押し、プロジェクト内の削除したいファイルを選択します。 

4 （決定）ボタンを押し、削除します。 

5 削除する場合 ボタン(ゴミ箱)を押します。 

キャンセルする場合はボタン(×)を押します。 

6 終了するには、ボタンを押します。 

 

スキャン密度: スキャン密度の選択 

1 スキャン密度を選択します。 

2 決定    ボタンで、ノーマル又は高密度を選択します。 

• 高密度 –  8 scan/cm  （対象物が小さい場合や密集している場合に使用） 

• ノーマル –  4 scan/cm  （通常探査に使用） 

※8 scan/cm とは、1cm あたり 8 スキャン(1.25mm 毎)で探査を行うモードです。 

 

バックライト: バックライトの輝度調整（画面の明るさ設定） 

1 バックライトを選択します。 

2  25%、 50%、75%、100%を（決定）ボタンで切替えながら選択します。 

※ 屋外や明るい場所で使用される場合は 100％を推奨しますが、バッテリー使用時間が約 135 分と短くなります。 

 

保存確認: 自動保存又は保存確認画面の表示に関する設定 

1 保存確認を選択します。 

2  （決定）ボタンで ON か OFF を切替え、選択します。 

• ON – 探査終了時、データを保存する    しない毎回確認します。 

• OFF – 探査終了時、データを自動的に保存します。 

 

Section 3: SIR-EZ の「２Ｄ」測定の開始 
※ 保存する測定データの管理・取扱いについて： 

本体に SD カードが挿入されていることをご確認下さい。SD カードが挿入されていない場合、探査データは本体メモリ-に保存
され、SD カード挿入時に自動的に本体メモリ-からデータ転送を行います。 

 

断面測定「２Ｄ」をするには 
 

 

 

 

 

 

 

 

（決定）ボタンを押すごとに「２Ｄ」と

「３Ｄ」が切替わります 

※ 断面表示「２Ｄ」とは・・通常の断面

表示で深度を縦軸、水平走行距離

を横軸に表示させます。 

 

 2 
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探査条件の設定 

測定メニュー：探査条件を設定する 
1 メインメニュー画面から、（測定）ボタンを選択し測定メニュー画面を表示する。 

2   ボタンを使い、変更したい項目を選択します。 

※測定を開始する前に、各項目を変更することが出来ます。 

 

プロジェクト: 探査データの保存先プロジェクトを選択 

1   ボタンを使い、プロジェクトを選択し、（決定） ボタンを押します。 

2 プロジェクト番号を選択し、 （決定 ）を押します。これにより、探査データは選択したプロジェクトに保存されます。 

※探査現場で、保存したプロジェクト番号及びファイル番号を記録しておくことを推奨します 

 

深度: 深度の選択 

3   ボタンを使い、深度を選択し、 （決定 ）   ボタンを押します。 

4  （決定 ） ボタンで切り替え、20cm、 30cm、40 cm の中から選択できます。 

 

誘電率: 誘電率の選択 

1 ボタンを使い、誘電率を選択し、 （決定 ）  ボタンを押します。 

2 小数点以下の値を設定したい場合、ボタンで変更します。  

3 一の位の値を設定したい場合、  ボタンで変更します。 

4 新しく設定した値に変更するには、 （決定 ）   ボタンを押します。 

5 設定値を保存せずに終了する場合、 ボタンで終了します。 

6 ※正確に誘電率設定すれば、深度についてより高精度の探査につながります。打設直後の

コンクリートや濡れているコンクリートの測定には、誘電率を高い値に設定する必要がありま

す。 

7 屋外の湿った環境下で、打設後２カ月以内のコンクリート–  誘電率 9 以上 

8 屋外で、打設後１年以内のコンクリート -  誘電率  –  誘電率 7-8 

9 屋内で、打設後１年以上の乾いたコンクリート –  誘電率 5-6 

※打設後十分に経過した通常のコンクリートは誘電率 6 に設定し探査さ      

れることを推奨します。 

 

オートターゲット: 鉄筋等の対象物を自動的識別（マーキング実施） 

1   ボタンを使い、オートターゲットを選択し、決定    ボタンを押します。 

2 （決定） ボタンで ON 、OFF を切り替えます。 

• ON – 探査時、ある程度探査後本機を後退すと、 

対象物として識別した物に自動マーキングを行います。 

• OFF – 自動マーキングはしません。 

 

※ シンプルな配筋のみ有効に使用可能です 

 

 

 

測定メニュー画面 



Quick Start Guide                                                                                                         StructureScan SIR-EZ 
 

Geophysical Survey Systems, Inc. 6 

表示:探査画面を断面表示(B)、又は断面表示とカーソル位置の波形データ表示(A＋B)の選択 

1   ボタンを使い、表示を選択し、ボタンを押します。 

2  (決定) ボタンを押し、B (画面に探査データのみ表示)又は、A+B (画面にデータ + A モード波形を表示)に切替えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カラー: 探査画面表示色の配色(カラーパターン)を選択 

1   ボタンを使い、カラーを選択し、決定    ボタンを押します。 

2  （決定） ボタンを押し、５つの異なる配色に切り替えます。 

 

探査の開始について 
1 探査開始を選び、 （決定 ）を押します。探査開始画面（右図参照）が開きます。 

2 探査画面上部にある情報について： 

• 深度 – 選択した深度 

• 距離 – 探査した全距離 

• 誘電率 – 選択した誘電率 

• “File____XXX” – ファイル番号 

探査中にターゲット(埋設物など)をチェック 

3 電波の放射(輻射)点は本機の中心より若干前方(左右レーザー光の照射点)になり、 

アンテナの中心は本機底面になります。探査開始後、本機を前方向に動かす時のみ 

探査データが採取されます。※後方向にはデータ採取できません。 

4 測定中本機をバックし   （自動利益）を押すことで AGC 機能が作動します。 

探査中、本機を後退させると探査データ画面上に縦線(バックカーソル)が表示されます。 

バックカーソル位置は上下レーザー光の位置と一致します。バックカーソルを山形波形 

の頂点に合わせた時(右図参照)、本機アンテナの中心(上下レーザー光位置)とターゲッ 

トの位置が一致します。 

※ オートターゲットが ON の場合、探査中に本機を後退させると、ターゲットに黄色  印 

で自動マーキング をします。（現在ｿﾌﾄｳｴｱは未完成の為、ｼﾝﾌﾟﾙ配筋のみ表示能） 

5  探査中に後退しバックカーソルを出した後、続けて探査を行う場合は後退を始めた位置か

ら更に前方向へ進むと探査を再開しデータを採取することができます。後退した位置から

前方向に進まない限り、探査は再開されません。 
 

ターゲット位置の算出：探査中にターゲット(埋設物など)の位置を見る 

1 探査したターゲットの深度を実際の測定位置に深度補正が可能です。（誘電率の

校正も実施されます） 

a) 本機を後退させ、ターゲットの位置に水平カーソル（縦軸）を合わせます。 

 

B モード(探査データのみの表示) A+B モード(探査データ + A モード波形の表示) 

A モード波形 

バックカーソル 
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b)  （深度ｶｰｿﾙ）ボタンを押すと、深度カーソル（横軸）が表示されます。 

   ボタンを使い、深度カーソルをターゲットの中央（右図参照）に合わせます。 

（Ａﾓｰﾄ波形のピーク位置をアジャットすることで容易に可能です） 

 （深度設定）ボタンを押します。深度と誘電率が赤色に変わる 

  ボタンを使い、画面左上に表示されている深度が、測定された深度（実測値）と合うように調整して下さい。 

  （設定）ボタンを押すことで調整された深度に設定され、誘電率も変更されます。 

 再度、測定を開始するには（戻る）ボタンを押し、       ボタンで初期測定画面に戻ります。（設定された誘
電率で測定可能です） 

 
2 自動感度機能（AGC:オートゲインコントロール機能） 

測定中、データの感度が強い（右図参照）、又は弱い際は、 本機を後退させることで、ボタン  

（自動ｹﾞｲﾝ）が表示されます。押すことで、理想的な 感度に自動調整し、画像処理を行います。 

測定中に複数回数実施することが可能です。（Ver1.0.7.4 以前は自動利益と表示） 

※この機能を使用しても、誘電率は変更されません。 

 

3 画像保存 

測定したデータを画像として保存しプリントしたい場合、本機を後退させ、  ボタン（画像保存） 

を押します。画像は JPEG 形式で SD カードに保存されます。直接 JPEG 対応プリンタで画面 

プリントが可能です。（本体の機能ﾊﾞｰｼﾞｮﾝが 1.0.7.1 以前の製品はビットマップ形式での保存の 

ためパソコン経由のプリントになります。ソフトのバージョン UP をお薦めします。販売店にお問 

合せ下さい） 

 

（その他の機能について） 

1 測定中（バックアップカーソルの表示がない状態で）、  ボタンを長押しすることでデータを保存す

ることが出来ます。 
※保存確認が ON に設定時は、データを保存するか否かの確認画面 

が表示されます。ボタンで保存、ボタンで消去です。 

※保存確認が OFF に設定時は、データは自動的に保存されます。 

2  ボタン（ﾏｰｸ）でデータにマーキングします。（右下図 ①） 

3  測定を終了する場合ボタンを２秒長押しで戻ります。（右下図 ②） 

※保存確認が ON に設定時は、データを保存するか否かの確認画面が表示されます。 

ボタンで保存、ボタンで消去です。 

※ 保存確認が OFF に設定時は、データは自動的に保存されます。 

 

測定時の推奨設定項目 

               
 

 
 

  

 

 
 

A+B 

6.0 
OFF 

40 

探査条件の設定ポイント 

• 探査コンクリートの内部にはどの様な位置に配筋や配管が混入している

か不明です、探査深度な４０㎝とする。 

• 誘電率設定は自動深度補正（再生時）を起動させることを考慮して入力、

含水量の情報が無い場合にはε＝6.0 

• ｵｰﾄﾀｰｹﾞｯﾄ機能はシンプル配筋のみに使用し通常は OFF 

• 表示は対象物の材質判断と対象物の深度判定の為、A +B 

• カラー表示は右を白色、左を黒色のｸﾞﾗﾃﾞ-ｼｮﾝ配色（非金属は反転） 

 

 

① ② 

 

感度が強い 
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Section 4: SIR-EZ の「３Ｄ」探査条件設定 
 

断面測定「３Ｄ」をするには 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件を設定するには 
測定を開始する前に、探査条件を確認します。(設定した条件値はデフォルト可能です) 

システムメニューオプション 
1 メニュー画面から、を押して、システムを選択。  

2   と ボタンを使用し 、設定したい項目を選択します。 

 

日付/時間設定:日付と時間の設定 

1 日付/時間設定を選び、（決定） ボタンを押します。 

2 変更したい項目を選び、（決定）ボタンを押すと、画面下に選択画面が表示します。 

• 項目値変更 –   と  ボタンを使い各々項目の値を調整します。 

• 決定 – その変更でよろしければ、（決定）ボタンを押します。 

• 終了 – 変更を保存せず止めるには、ボタンを押します。  

3 前の画面に戻るには、バックボタンを押します。 

詳細設定の設定: 表示方向、 言語、単位、レーザー、音量、グリッドオプションの設定 

1 【設定】を選び、（決定） ボタンを押すと左図の設定項目が開く 

2  ボタンを押し、設定したい項目を選択します。 

• 表示方向 – （決定）ボタンを押し、画面の表示方向を右又は左に切り替えます。 

• 言語 – （決定）ボタンを押すと、英語又は日本語に設定できます。 

• 単位 – （決定）ボタンを押すと、メートル又はフィートに設定できます。 

• レーザー–（決定）ボタンで ON の状態で測定時にレーザーが照射します。 

※注意：バッテリー残量が４分以下になると、前方レーザーが点滅します。  

• 音量–  （決定）ボタンを押すと音量を大、中、小、オフに設定できます。 

• バージョン– （決定）ボタンを押すと同機のバージョンナンバーが確認できます。 

• グリッドオプション－ （決定）ボタンを押すと測定精度条件「スキャン密度」「処理タイプ」が設定可能 

• 前の画面に戻るには   バックボタンを押します。 

 

システムメニュー画面 

メインメニュー画面 

（決定）ボタンを押すごとに「２Ｄ」と「３Ｄ」が切替わります 

※ 平面簡易可視化測定「３Ｄ」とは・・ 

表面～設定深度の透視画像や任意深度をスライス（輪切り）

表示することが出来ます。 

※ 測定グリッドシートの利用 

測定を容易にする為に添付のグリッドシートを利用されるこ

とをお薦めします。 
添付シート（30×30 ㎝ 60×60 ㎝の２種類）   

別途オプションで 100×100 ㎝を準備（有償） 

        
ｸﾞﾘｯﾄﾞｼｰﾄ 

メインメニュー画面 

1.1.3.7ez 
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3 グリッドオプションの設定（測定時の精密条件を設定する） 

• 【グリッドオプション】に   ボタンで選択（選択時、黄色枠に変更） 
• 左図が表示される。 

• スキャン密度の設定 － 低密度：２／Scan ： 水平探査１㎝当たり２ﾊﾟﾙｽ（5 ㎜毎） 

ﾉｰﾏﾙ：４／Scan ： 水平探査１㎝当たり４ﾊﾟﾙｽ（0.25 ㎜毎） 

※ スキャン密度：ﾉｰﾏﾙ４／Scanを推奨します 

• 処理タイプ－精細  ： ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ処理を精細に表現します。 

            高速  ： ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ処理を高速で処理します。 

   ※   処理タイプ「精細」を推奨します。 

•  前の画面に戻るには  バックボタンを押します。（２度押すとシステム画面に戻る） 

※ その他の設定項目は「２D」を参照 

 

簡易可視化測定「３Ｄ」をするには 

 

  

 

 

 

 

探査開始の測定条件を設定するには 
1 （測定）ボタンを押す。（左上図の○枠参照） 

2 測定画面（左下図参照）が表示され、各設定項目が変更可能 

3 変更したい項目に –   と  ﾎﾞﾀﾝで移動する（選択項目が黄色枠に変更） 

保存するホルダーの設定（データのメモリー先） 
1    ﾎﾞﾀﾝで【３D データホルダー】に移動（選択項目が黄色に変更） 

2 保存したいホルダーを選択し（決定）ボタンを押す 

測定深度の設定 
1    ﾎﾞﾀﾝで【深度】に移動（選択項目が黄色枠に変更） 

2 （決定）ボタンを押す度に「２０㎝」⇒「３０㎝」⇒「４０㎝」に変更される。 

誘電率の設定（機能内容は「２Ｄ」を参照） 
1     ﾎﾞﾀﾝで【誘電率】に移動（選択項目が黄色枠に変更） 

2 （決定）ボタンを押すと画面下部に左図が表示される。 

3    ﾎﾞﾀﾝで「１の桁」 （+0.1）ボタンで「０．１の桁」が変更される。 

4 （決定）ボタンを押すことで選定完了。 

グリッド形式の設定（測定範囲） 
1    ﾎﾞﾀﾝで【グリッド形式】に移動（選択項目が黄色枠に変更） 

2 （決定）ボタンを押す度に「30×30」⇒「100×100」⇒「60×60」⇒「120×60 に変更される。（単位 cm） 

CONTORAST の設定（色合いの調整） 

1    ﾎﾞﾀﾝで【CONTORAST】に移動（選択項目が黄色枠に変更） 

2 （決定）ボタンを押す度に「LOWEST」⇒「LOW」⇒「MEDIUM」⇒「HIGH」⇒「HIGHET」⇒に変更される。 

（決定）ボタンを押すごとに「２Ｄ」と「３Ｄ」が切替わります。 

「３Ｄ」を選択します。 

※ 平面簡易可視化測定「３Ｄ」とは・・ 

表面～設定深度の透視画像や任意深度をスライス（輪切り） 
表示することが出来ます。 

 

メインメニュー画面 

Pr３D_１ 

Pr３D_２ 

Pr３D_３ 

Pr３D_４ 

Pr３D_５ 

Pr３D_６ 

Pr３D_７ 

Pr３D_８ 

Pr３D_１ 

ﾉｰﾏﾙ 

精細 
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カラーの設定（表示色の配色パターン、内容は「２Ｄ」を参照） 

  推奨配色は黒白ｸﾞﾗﾃﾞｨｼｮﾝ        又は 青赤カラー       です。 

 

Section ５: SIR-EZ の「３Ｄ」測定開始 
※ 保存する測定データの管理・取扱いについて： 

本体に SD カードが挿入されていることをご確認下さい。SD カードが挿入されていない場合、探査データは本体メモリ-に保存
され、SD カード挿入時に自動的に本体メモリ-からデータ転送を行います。 

 

簡易可視化測定「３Ｄ」をするには 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

測定の開始について 
1 メインメニュー画面の測定と同じ方向の（測定）ボタン 

を押し、測定メニュー画面を表示する。 

※ 測定条件の変更は Section４: SIR-EZ の 
「３Ｄ」探査条件設定を参照（前項） 

2   ボタンで【測定開始】に併せ（決定） 

ボタンを押します。 

3 測定グリッド画面（左図）が表示されます。 

4  X 軸方向の１～７ライン、Y 軸方向の８～１４ラインを順次測定する。 

• EZ をグリッドシートの X ライン１にセットし  （開始）ボタンを押す（測定開始） 

• EZ を左から右へラインに沿って順次７ラインを測定する 
• X 軸方向７ラインを測定後、同様に Y 軸方向の７ラインを測定 

• Y 軸方向の１４ラインの測定を完了する。 

•   （終了）ボタン２秒長押すと下記の確認画面が出ます。 
•    ボタンを押すことでデータの再生・保存 

が出来ます。（測定モードでの再生） 

•    （終了）ボタンで保存・廃棄画面となります。 
• 下記の保存・終了画面で 

保存・廃棄を選択します。 

（データの保存） 

 
 

  

メインメニュー画面 測定メニュー画面 

（決定）ボタンを押すごとに「２Ｄ」と「３Ｄ」が切替わります 

※ 平面簡易可視化測定「３Ｄ」とは・・ 

表面～設定深度の透視画像や任意深度をスライス（輪切り）

表示することが出来ます。 

※ 測定グリッドシートの利用 

測定を容易にする為に添付のグリッドシートを利用されるこ

とをお薦めします。 
添付シート（30×30 ㎝ 60×60 ㎝の２種類）  
別途オプションで 100×100 ㎝を準備（有償） 

        

 

 

× 

保存 
廃棄 
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測定した画像（例） 
• データの再生を実施すると 0－40.0 ㎝の透視した画像（下図）が表示されます。 

• 再生モードの利用（更に画像を見易くしたい場合には） 

   【再生モードで実施出来る機能】 

1. 自動深度補正：比誘電率補正が可能（ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝの改善） 

2. ｵｰﾄｹﾞｲﾝ機能  ：自動で感度をアジャスト可能 

3. 手動比誘電率補正機能：手動でﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝを改善 

4. 手動感度調整機能：手動で見易い感度に修正可能 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補正前のデータ 補正後のデータ 

 

＋ 

自動深度補正：ON 

オートゲイン   ：ON 

 

手動比誘電率補正 ON 

手動感度調整機能 ON 

測定条件の設定アドバイス 

• 深度の設定【２０／３０／４０㎝】は測定したい深度に近い深度設定とする事 

     （測定対象物が比較的浅い場合には 【２０㎝】レンジとする） 

• スキャン密度 【ノーマル】※４SCAN／㎝の測定 

 (【低密度】は 2SCAN／㎝の測定で画像が荒いが早く探査) 

• 処理タイプ 【精細】（ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ処理が精細に実施） 

• 測定にはグリッドシートを利用されることをお勧めします 

• 測定開始位置を慎重に併せ測定を実施する事 

• 進行方向は前方レーザー光を参考に真っすぐ測定する事 

• 「２D」モードで予め鉄筋位置を把握、「３D」の測定箇所を決定する事 
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Section ６: 測定データ「２D」の再生 

保存したデータを再生する機能です。 

再生モードの設定項目について 
1 メインメニュー画面から、 再生 ボタンを押すと再生画面（左図）が表示されます。 

2    ボタンを使い、再生画面から変更したいメニューを選択します。 

 

プロジェクト: プロジェクトにあるファイルを再生します 

1   ボタンを使い、プロジェクト位置に設定し、決定    ボタンを押します。 

2 再生したいファイルのあるプロジェクトを選択し、決定    ボタンを押します。 

3 再生したいファイルを選択し、決定    ボタンを押します。 

（測定時のファイル番号と日時でデータを保存しています） 

4   ボタンを使い、再生位置に設定し、決定    ボタンを押します。 

 

自動深度補正機能: 深度の補正を実施します 

1   ボタンを使い、自動深度補正に設定し、決定    ボタンを押します。 

2 （決定） ボタンで「ON」又は「OFF」に切替え、選択します。 

• ON – 埋設物の深度を自動的に計算し、深度の補正を行います。 

• OFF – 測定時保存されたデータをそのまま再生します。 

注意：同機能は、測定時にコンクリートの材質に近い誘電率に設定することで更に有効に機能します。 

 

オートターゲット機能:  鉄筋を自動的に検出しマーキングをする 

1   ボタンを使い、オートターゲットに設定し、決定    ボタンを押します。 

2 （決定）ボタンで「ON」又は「OFF」に切替え、選択します。 

• ON ：鉄筋と判別したターゲットに黄印でマーキングをします。（ｵｰﾄﾀｰｹﾞｯﾄ ON） 

• OFF ： マーキングをしない。（ｵｰﾄﾀｰｹﾞｯﾄ OFF） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意: オートターゲット機能での鉄筋位置検出は参考の為、鉄筋等の埋設物の位置を保証するものではありません。 

 

オートゲイン:  再生データの自動感度調整（AGC 機能） 

1   ボタンを使い、オートゲインに設定し、決定    ボタンを押します。 

2 （決定）ボタンで「ON 」又は「OFF」に切替え、選択します。 

• ON – 全ての深度において理想的な感度で表示します 

• OFF – 測定時の感度でデータを再生します。 

 

オートターゲット OFF 

 
 

オートターゲット ON 
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表示: B モード（データのみの表示）、A＋B モード（データ + A モード波形表示） 

1   ボタンを使い、表示を選択し、（決定）ボタンを押します。 

2 （決定）  ボタンで B （データのみ）又は A+B （データ +A モード波形）に切替え、選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カラー: 表示カラーの選択 

1   ボタンを使い、カラーを選択し  （決定）  ボタンを押します。 

2     （決定）ボタンで５つの表示色を切替え、選択します。 

推奨配色について 

金属（鉄筋等）を見るには右を白色、左を黒色のグラデーション配色を推奨します。 

非金属（CD 管や空洞等）を見るには右を黒色、左を白色のグラデーション配色を推奨します。 

 

保存データを再生する 
1   ボタンを使い再生を選択し、（決定）ボタンを押します。 

2 選択したファイルを再生するには、（決定）ボタンを押します。 

3 画面に選択した画像が表示されます。 

 

再生画面上部（最上段左側から）の表示は以下になります。 

深度・距離・誘電率・ファイル名（File__XXX） 

 

再生画面下部に操作のガイダンス（下図）が表示されます。 
 

 

 

操作アシストは画面最下部に表示されます。 

（最下段左側からバッテリー残量・表示画面位置・操作モード・メモリ可能残量が表示されます） 

 

再生中に４モードが可能です。（画面スクロール・ターゲットまでの距離・深度表示や実測値へ修正する校正機能 

• スクロールモード ：       カーソルで再生画面を左右にスクロール出来ます。 

• 距離カーソルモード ：    （決定）ボタンで再生画面に垂直カーソルを表示し、左右に動かすことが出来ます。 

• 深度カーソルモード ：    （決定）ボタンで再生画面に水平カーソルを表示し、上下に動かすことが出来ます。 

• 深度設定モード ：   （決定）ボタンで対象物（埋設物）の実測値を入力出来ます。 

  

データのみの表示（A） データ + A モード波形の表示（A＋B） 
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スクロールモード 
•   （ｽｸﾛｰﾙ） 再生画面上でスクロールする。 

•    （開始・停止） データのスクロール停止と開始を行います。 

※２秒以上押しますと、次の保存ファイルを再生します。 

•    （終了）再生メニューへ戻る。 再生データに変更が加えられれば、保存確認が表示されます。 

※保存の場合は  ボタン、保存しない場合は ボタンを押して下さい。 

 
 

距離カーソルモード 
•  （距離カーソル）で垂直の距離カーソルが画面表示されます。 

•   （ｶｰｿﾙ）左右にカーソルを動かす。 

•    （距離ﾏｰｸ／画面保存） を１秒押すと画面に距離マーク、２秒で画面保存。 

•  （戻る） スクロールモードに戻る。 

 

 
 
 

深度カーソルモード 
•   （深度ｶｰｿﾙ）で水平の深度カーソルが画面表示されます。 

•   （ｶｰｿﾙ）水平のカーソルを上下に動かす。 

•  （ﾀｰｹﾞｯﾄ） マーキングをする  、又は消す   。（消去時ﾃﾞｰﾀは未保存） 

•  （戻る） 距離カーソルモードへ戻る。 

•  （深度設定）で深度校正へ切替る。 

 
 
 

 
 

深度校正モード 
予め探査した対象物の深度を実測値にアジャスト、実測深度と誘電率を設定（再校正）する機能です。 

• 距離・深度カーソルを対象物の位置に合わせる。（距離・深度カーソルモード参照） 

•  （深度設定）カーソルを押す。※画面上部の深度と誘電率が赤色に変わる 

•   （深度）カーソルで実測深度に変更する。 

• 正しい深度（実測値）を入力したら、設定のボタンを押す。 

※深度設定をすると、誘電率も適切な値に変更されます。 

• 同時に深度カーソルモード（水平・垂直ｶｰｿﾙが表示）へ戻る。 

•   （戻る）で水平距離モード、 （戻る） スクロールモードに戻る。 

 

 
 

 

水平のカーソル 

垂直のカーソル 
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再生時の推奨設定項目 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
A+B 
ON 
OFF 
ON 

設定条件の設定ポイント 

・ コンクリートの含水率が不明の場合には適切な誘電率の設定が出来ない

為、自動深度補正機能を利用することで深度の精度を向上させます。但

し、補正する場合にはコンクリートの状態に応じた誘電率設定（初期入力

値）をすることで更に精度が向上します。 

・ ｵｰﾄﾀｰｹﾞｯﾄ機能はシンプル配筋のみに使用し通常は OFF 

・ 表示は対象物の材質判断と対象物の深度判定の為、A+B 

・ カラー表示は右を白色、左を黒色のｸﾞﾗﾃﾞ-ｼｮﾝ配色（非金属は反転） 
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Section ７: 測定データ「３D」の再生 

 
簡易可視化再生「３Ｄ」をするには 
 

 
 

 

 

再生の開始について 
メインメニュー画面の再生と同じ向の（再生）ボタンを押し、 

再生メニュー画面を表示する。 

 

測定したデータファイルを選択します 

1.   ボタンを使い、「３Ｄデータホルダー」位置に設定し、 

決定   ボタンを押します。 

2. 再生したいファイルのあるホルダーを選択し、 

決定   ボタンを押します。（例 Pr３D_１） 

3. 再生したいグリッドデータを選択する。 

   （例                   ） 

4.   ボタンを使い、「再生」位置に設定し、 

   決定   ボタンを押します。 

5. 自動再生が始まります。 

 

再生条件の設定 

1 自動深度補正機能の利用 

 ボタンを使い、「自動深度補正機能」位置に設定し、 

決定    ボタンを押す度 ON ／OFF が切り替わる。 

（自動深度補正機能を利用することをお勧めします） 

2 オートゲイン機能の利用 

    ボタンを使い、「ｵｰﾄｹﾞｲﾝ機能」位置に設定し、決定    

   ボタンを押す度 ON ／OFF が切り替わる。 

 （自動深度補正機能を利用することをお勧めします） 

3 カラー表示の設定 

     ボタンを使い、「カラー表示」位置に設定し、決定  

   ボタンを押す度 ５種類の配色パターンが順次変更される。 

   （推奨配色は黒白ｸﾞﾗﾃﾞｨｼｮﾝ    又は青赤カラー    ） 

 

 

   

 

 

（決定）ボタンを押すごとに「２Ｄ」と「３Ｄ」が切替わります 

※ 平面簡易可視化測定「３Ｄ」とは・・ 

表面～設定深度の透視画像や任意深度をスライス（輪切り）

表示することが出来ます。 

 

Grid＿001 02/03/11 11: 15: 23 

 

  

メインメニュー画面 
再生メニュー画面 

グリッドデータ選択画面 ホルダー選択画面 

Pr３D_１ 

Pr３D_２ 

Pr３D_３ 

Pr３D_４ 

Pr３D_５ 

Pr３D_６ 

Pr３D_７ 

Pr３D_８ 

Pr３D_１ 
 

Grid＿002 02/03/11 11: 15: 34 

Grid＿003 02/03/11 11: 15: 35 

Grid＿004 02/03/11 11: 15: 40 

Grid＿005 02/03/11 11: 15: 41 

Grid＿006 02/03/11 11: 15: 42 

Grid＿007 02/03/11 11: 15: 50 

Grid＿008 02/03/11 11: 15: 54 

 

Grid＿001 02/03/11 11: 15: 23 
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再生画像の深度スライス／修正／補正 

同装置は手動にて、再生画像の深度スライス／修正／補正が可能です。 

（更に画像を鮮明にすることが可能です） 

 

1 「３D」再生後、手動にて画面の深度毎のスライスを実施する。 

• 再生画像（右図）表示後、     ボタンで画面をスライス可能 

       
※       ボタンを押す毎に透視画像を底面から２㎝毎にスライス可能です 

※       ボタンを押す毎に透視画像を上面から２㎝毎に４㎝幅でスライス可能です 

※       ボタンを押す毎に希望する画像の JPEG 保存が可能です 

 

2 カーソル（上下・左右）の表示とターゲットのマーキング機能を実施する。 

      ｶｰｿﾙﾎﾞﾀﾝを押す 

 

 

 

 

       ｶｰｿﾙﾎﾞﾀﾝを押すと下記アシスト画面が表示され画面にｶｰｿﾙ（上下・左右）と 

ｶｰｿﾙ交点にﾀｰｹﾞｯﾄの設定 がマーキング可能                  

 

 

 

 

※ カーソルを水平方向へ移動する場合     移動方向ボタンを押す 

※ カーソルを上下方向へ移動する場合     移動方向ボタンを押す 

※ ターゲットの消去は 印にカーソル交点を合わせ    ボタンを押すと  印に変更され、データとして消去される 

（推奨配色は黒白ｸﾞﾗﾃﾞｨｼｮﾝ    又は青赤カラー    です。 

3 色の変更（表示配色）とコントラストの変更を実施する。 

          ボタンを押す(左図) 

 

 下記のアシスト画面に変更、     ボタンで５パターンの色配色と       ボタンでコントラストを変更可能です 

推奨配色：黒白ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝ  

又は青赤カラー     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

    

    

     

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

  

   

 

LOWEST   LOW 

 

MEDIUM HIGH HIGHEST 

 
コントラスト参考例 
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4 手動によるゲイン調整／マイグレーション設定の手順について 

測定モード／再生モードでの３Ｄ可視化画像を更に見やすく、微調整が行えます 

 

          ボタンを押す（左図参照） 

 

  下図のアシスト画面が表示、         ボタンで画面ラインを決定（鉄筋等を直交する部分に設定） 

 

 

 

         ボタンを押すと下図アシスト画面に切替る（FOCUS／誘電率変更可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 誘電率（マイグレーション処理）の調整ポイント 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ゲインの変更を実施する 

誘電率の設定が完了後、       ゲイン変更ボタンで８段階 

の感度設定が可能です（必ず誘電率後にゲイン調整実施） 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

FOCUS 機能を利用し微調をする 

決定した画像ラインの２D（断面表示）とﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝの処理を実行 

・ FOCUS ON：ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝの実行 
    誘電率設定ﾎﾞﾀﾝを押すと左図上段の誘電率欄が赤く変化、    誘電率 

  ﾎﾞﾀﾝで微調する（下記要領参照）  

・FOCUS OFF：２D（断面）の表示 

 

（ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ処理：鉄筋等の山形波形を利用し比誘電率を自動設定する機能 

です。山形波形を丸く円状にすることで探査対象の深度精度向上と３D 画像を 

鮮明に見せることが出来ます） 

 

 

 

 

  
誘電率 5.6 

 

誘電率が高い状態 

誘電率の設定値を下げて下さい 

（下向きエコーが判断目安） 

 

誘電率が低い状態 

誘電率の設定値を上げて下さい 

（上向きエコーが判断目安） 

 

誘電率が合致した状態 

エコーが丸く円状に表示されます 

（理想的に調整が完了） 
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 再生画像の参考例（透視画像とスライス画像） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 再生画面を JPEG 形式で保存（パソコンに画像を表示・印刷／ﾌｫﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ印刷が可能） 

※ 保存したい画面を選択し、       保存ボタンを押すと画面表示毎に JPEG保存される 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全深度画像（透視図） 
0.0 － 40.0 ㎝ 

  

縦筋画像（ｽﾗｲｽ図） 
10.0 － 14.0 ㎝ 

  

横筋画像（ｽﾗｲｽ図） 
14.0 － 18.0 ㎝ 
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Section ８: 工場出荷時の設定にリセット 
工場出荷時の設定にリセット出来ます。リセットにより、保存されたデータが消去されることはありません。 

メインメニュー画面で、ボタンを押します。 

•  ボタンでリセット確認 

•  ボタンでキャンセル 

 

Appendix A – 本製品付属品 
• ストラクチャスキャン SIR-EZ 

• SD カード （本機に挿入済） 

• 充電器 

• アダプター 

• 海外仕様のプラグ (3 個) 

• 取扱説明書 

• バッテリー (1 個) 

• ハンドストラップ（本機に装着済） 

• 収納ケース 

※保存した測定データをパソコンで報告書作成する場合、SD カードを使用します。 

※報告書作成をする場合、別売の SS ﾋﾞｭｱｰ（報告書作成ソフト）が必要です。 

※右の写真は、オプションのバッテリー（１個）と USB ケーブルが付属しています。 
 

Appendix B – バッテリー/充電器の取扱い 
充電をするには（海外でのご利用に際し、脱着式のプラグも付属しています。） 

• バッテリーを充電するには充電器とアダプターを接続します。 

• 充電器には 2 個のバッテリーが充電可能ですが１個毎に充電されます。  

（バッテリーの上部にバッテリー残量が表示されます。）（左図上部参照） 

• バッテリーをリフレッシュするには、バッテリーを充電器の左側に挿入し 

ＲＥＣＡＬボタンを押します。（右図下部参照） 

• ＬＥＤライトで充電状態を表示します。 

• 点灯なし ： バッテリーの挿入なし 

• 緑点滅   ： 充電中 

• 緑点灯  ： 充電完了 

• 黄色点滅 ： リフレッシュ中 

• 黄色/緑  ： リフレッシュ完了 

• 黄色点灯 ： 待機中 

• 赤点滅  ： エラー 

※充電器に電源が入り、バッテリーの挿入がない状態が続きますと、「ピー」という音が鳴ることがあります。充電器を使用さ

れない場合、充電器の電源を抜いて下さい。 

※充電回数が３０～４０回に 1 度はリフレッシュ機能をして頂くことをお勧めします。（バッテリーの寿命と使用時間が延びま

す） 

 
 

収納状況 
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Appendix C – データサンプル 
参考事例）  実際の測定環境などにより、測定結果は変化します。 

例 1 – コンクリートブロック例 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

例 2 – 鉄筋例 
鉄筋の例：波形のピーク間の距離（ピッチ）は約２０ｃｍです。

測定中につけた、各ブロックの終わりを示

すマーキング(黒い線) 

ブロック内の空洞 (2) 

鉄筋の波形 
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例 3 – メッシュ筋例 
メッシュの例：波形のピーク間の距離は約１５ｃｍです。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

例 4 – 塩化ビニール例 
塩化ビニールパイプ２本の例：波形は鉄筋より薄く表示される傾向にあります。 
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その他のデータ参考例 
例５－W筋の参考例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例６－千鳥筋の探査例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁厚 

上部筋 

下部筋 

  

壁厚 

上部筋 

下部筋 

壁境界【空
気面】の反
射波（上部
筋間を通過
した電波の
為、鉄筋の
直下は減衰
する） 

下部筋のエ
コー直上部
は上部筋で
減衰する
為、薄く表
示される 
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 例７－浅い配筋例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例８－各種の配筋例（試験体） 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探査方向を 90°変更 

 

資料提供は（株）ランドアート殿 

№４は非金属（ガス管φ14 ㎜） 
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 例９－複雑配筋と非金属管探査例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例１０－スラブ筋とクラック探査例 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スラブ筋 クラック 

【スラブ筋が錆びることでクラックが発生】 

 

非金属管 配筋 
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 例１１－高深度の密集配筋の探査例 
 

深度約 300 ㎜×配筋ﾋﾟｯﾁ約 120 ㎜（鉄筋φ38 ㎜）（鉄筋間の間隔約 82 ㎜） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例１２－石材中の空洞（２か所）及び集合木材中の空洞 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供は高エネルギー加速器研究機構殿  

石
厚 

 

  

空洞 空洞 

集
合
木
材
厚 
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Appendix D: レーザーに関する取扱注意点 
レーザーについて 

• レーザーを目に向けたり、覗きこんだりしないで下さい。 

• レーザー光が他人の目に向かわないようにして下さい。 

• 本製品を使用しない場合、電源を落として下さい。 

• 鏡面から反射したレーザーを見ないで下さい。 

 
レーザーについての使用上の注意点 

• 製品ラベルを剥がさないで下さい。 

• レーザーを覗きこまないでください。 

• メインメニューで、レーザーの ON 又は OFFに設定できます: 

1  を押し、システムを選択します。（メイン画面上） 

2   ボタン使い、設定を選び、決定ボタンを押します。 

3  ボタンを使い、レーザーを選びます。 

4 決定ボタンを使い、ON 又は OFF を選択します。 

• レーザーの部品は修理対象外です。 

• システムが起動する際、レーザーが数秒点灯します。 
• レーザーを ON に設定したにもかかわらず、測定の際にレーザー光が照射されていない場合は、使用を止め、

ＫＥＹＴＥＣもしく販売代理店に修理を依頼して下さい。 
• 測定メニュー時のみ、レーザーを照射（３か所）します。（システムで「レーザーON」の設定時のみ） 
• 本体がスリープモードの状態である時も、レーザーは ON の状態のままです。 
 

その他の注意点 
• 技術者又は GSSI 社によるトレーニングを修了した者以外は、本製品を開けないで下さい。 

（製品へ不当な改造を行った場合、全ての保証が対象から外れます。） 

• バッテリー残量が４分以内になるとレーザーが点滅、残り約３分時点で残量インジケータの表示色が赤色に

変更します。(直ちに操作中のデータを保存・処理を終了して下さい) 

• 本製品を持って移動する際、必ずバッテリーを外して下さい。 

• 本製品のメンテナンスや掃除などを行う場合、必ずバッテリーを外して下さい。 

• 本製品は絶対に開けないで下さい。 

• 本製品は防塵・防滴機構（IP-64 規格）ですが、底面からの水滴等については故障原因となり無償保障外と

なります。 

• 落下等の衝撃による故障原因については無償保障外となります。 

 

Appendix Ｅ: その他の案内事項 
推奨する点検校正の実施期間 
• 本機の推奨する点検校正日は１年毎に実施されることをお薦めいたします。 
• 点検校正に併せ消耗品や摩耗品を交換いたします。（消耗品等の詳細は点検通知でご連絡させて頂きます） 
• 時期が近づきますとご購入頂いた販売店よりご連絡させて頂きます。 
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レーザーについて: レーザー光照射位置図 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

レーザーについて: レーザー位置図式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前部下から 

後部下から 
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新型バッテリーの取扱い方法について 

KEYTEC 株式会社 

 

 

今回購入頂きましたストラクチャスキャン SIR-EZ の新型バッテリーの装着方法 

について御案内させて頂きます。 

 

 

・ 取り付け手順につきまして  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
・ 取り外し手順につきまして 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本体挿入口 

 
挿入爪 

 

ストラップホール 

ロックレバー 

・ バッテリーのロックレバーを下げる 

・ 本体挿入口にバッテリー挿入爪を差し込む 

・ 確実に「カチッ」と音が鳴ったことを確認 

・ バッテリーのロックレバーを上げる 

・ 脱落防止ストラップを取り付ける 

（本体ストラップホールとバッテリーストラップホール） 

・ 脱落防止ストラップ結合部を外す 

・ バッテリーのロックレバーを下げる 

・ 解除ボタンを押しながらバッテリーを外す 

 

 

ロック完了後 

解除ボタン 

※ 脱落防止ストラップは収納ケースに添付されています。 

ロックレバー 

ストラップホール 

ロックレバー 
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SIR-EZ の注意事項 
【ご注意】 

本製品の側面及び前方から照射されるレーザー光は通常の使用には問題ありませんが、直接レーザー光を
直視されますと危険です。 

※ 目の中にレーザー光が入らない様、十分に注意してご使用ください。 

但し、経済産業省からは無許可の使用許諾を頂いております。 

機器の校正点検についておよそ 1年毎になされることをお薦め致します。 

本マニュアルは初期版（Ver，1.0.7.4）を基準に製作しています。 

使用に際し、下記の留意点がある事をご理解ください。 

ソフトウェアのバージョン UＰ(無償分に限り)を随時実施させて頂く予定です。 

 

●ご使用にあたっての留意点 

１．探査（測定）時の誘電率は浅い深度「20 ㎝」は 5.0ns、深い深度「40 ㎝」には 6.0ns をお勧めします。 

 ※ 「自動ゲイン機能」をご使用いただくと、最も適切な感度に自動で設定されクリアな測定画面を

表示させることが可能です。 

 ２．工場出荷時に表面０点位置校正「システムモードの校正」を実施していますので通常作業では使用

する必要はありません。 

 ３．再生／測定モードのオートターゲット機能はソフトウェアが未完成です。(シンプルな単純配筋は可

能ですが、精度が完全ではありませんのでご注意下さい) 

 ４．Ver.1.0.7.4 以降は、ノーマル「4scan/cm」、高密度測定「8scan/cm」で自動ｹﾞｲﾝや自動深度補正が有

効に使用可能です（旧ﾊﾞｰｼﾞｮﾝはノーマル測定「2scan/cm」、高密度測定「4scan/cm」の場合が有り

ます。新ﾊﾞｰｼﾞｮﾝへのｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄを希望される場合は弊社ホームページへお問合せ下さい。） 

 ５．測定中「↑自動ｹﾞｲﾝ」機能を使用した場合、使用時点で Aモード波形が固定されますので、深度カ

ーソル「↵ ボタン」を出し、戻る「→ ボタン」を押す操作を行いますと Aモード波形の固定が

解除されます。 

 ６．測定中、深度カーソルと水平カーソルの両方を使用している際、Aモード波形が固定されます。 
深度カーソルを消去「→ ボタン」を押す操作をすることで Aモード表示の固定が解除します。 
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平成 22 年 10 月 15 日版 

 

電磁波レーダ法トレーニング研修資料 
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１．電磁波レーダ（ﾊﾟﾙｽﾚｰﾀﾞ法）の概要 

 
電磁波レーダのレーダ（RADAR）とは、 Radio Detection And Ranging の頭文字をとった言葉であり、マイクロ

波帯※の電磁波が媒体中を一定速度で直進する性質を利用して、物標の位置を検知する方法である。 

一般には船舶用、航空用、気象用、雨量用等いずれも空気中の種々の分野でこの方法が用いられているが、最

近ではコンクリートや地中の内部探査などにも利用され比較的浅い数 cm ～ 数 m の領域でのみ透過するため

利用されている。 

その特徴として気体、非導電性液体（例えば油、LNG等）、非導電性固体（例えばコンクリート、FRP、ガラ

ス等）中を透過し、各媒体が有する固有の速度で直進する性質がある。 

また、それぞれの異なる媒体が接する境界面に到達すると反射する性質を持っている。電磁波は X線などの放

射線と異なり、放射線障害の危険は無く、かつ非金属固体中も伝わるが媒体が金属の場合は、金属の表面で全

反射される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 電磁波の周波数と波長 
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２．電磁波レーダの原理 
 

2－1 測定原理 

電磁波レーダ法（パルス）の原理とは 

電磁波レーダ装置(以下装置)を被測定対象物に移動することで、「タイヤ等に組み込まれた距離計で水

平方向の移動距離」と「送信アンテナから出力した電磁波の反射波を受信アンテナにより受信」、コンク

リートとの非誘電率から位置と深度を測定する。 

鉄筋の深度は電磁波の出力から検出した鉄筋等の反射波までの時間 T を求め、深度に換算して求める。 

図２－１に測定原理図を図２－２に反射波形例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 測定原理図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２ 反射波形例 
時間 

鉄筋等からの反射波 

反射時間 

Ｔ 

送信波 
反射強度 

深度に換算 

移動方向
受信器

電磁波レーダ装置

送信器

鉄筋等の物標

受信アンテナ送信アンテナ

距
離
計

送信波 受信波

コンクリート表
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2－2 深度測定原理 

 

電磁波レーダで測定するｶﾌﾞﾘ深さ（深度）とは、電磁波が発射されて鉄筋等に反射し戻ってくるまでの

時間 Tに透過した物性の速度を掛けたもので計算される。 

     深度(D)＝速度(V)×時間(T) 

「時間(T)」は装置の電磁波の出力から検出した鉄筋等の反射波までの時間 Tの 1/2倍を代入する。（測定

時間は装置－鉄筋－装置の往復時間のため片道分を代入する） 

速度(V)はコンクリート内を電磁波が進むスピードとなる。 

電磁波は空気中では 3×108m/sで進むが、コンクリートなどの媒質を進む際はその媒質の固有にもつ比誘電

率εrにより下記のようになる。 

      (m/s)       103

r

8

ε

×
=V  

上記より深度 Dは下記の式で求まります。 

      T103
2
1(D)

r

8

×
×

×=
ε

深度  

深度を求めるにはその媒質の固有にもつ比誘電率εrを装置に設定する必要がある。 

一般的なコンクリートの比誘電率は６～８となりこの範囲の数値を設定する。（乾燥すると小さく、含水量

が多いと大きくなる） 

表２－１に主な媒体の比誘電率一覧を示す。 

 

表２－１ 主な媒体の比誘電率一覧 

材  質 比誘電率  材質 比誘電率  材質 比誘電率 

真空 1  石灰岩（乾燥） 7  関東ﾛｰﾑ（湿潤） 10～40 

空気 1  石灰岩（湿潤） 8  砕石 5～9 

清水 81  頁岩（湿潤） 7  永久凍土 6～13 

海水 81  砂岩（湿潤） 6  ｺﾝｸﾘｰﾄ（乾燥） 4～6 

清水氷 4  砂（乾燥） 3～6  ｺﾝｸﾘｰﾄ（湿潤） 8～20 

海水氷 6  砂（湿潤） 10～25  アスコン 4～6 

雪（かたまり） 1.4  土（乾燥） 2～6  発泡ｽﾁﾛｰﾙ 1 

御影石（乾燥） 5  土（湿潤） 10～30  
導体 ∞ 

御影石（湿潤） 7  関東ﾛｰﾑ（乾燥） 2～5  



Quick Start Guide                                                                                                         StructureScan SIR-EZ 
 

Geophysical Survey Systems, Inc. 36 

３． 電磁波レーダ法の原理 

 3.1 鉄筋が山形波形になる理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3－2 多重反射のメカニズム（参考図） 

  電磁波レーダ法はアンテナフィルタ特性により多重反射波が発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信器 送信器 

 

電磁波レーダ装置 

図３ 山形波形の原理 
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４．鉄筋探査の基本的な表示について 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

各種の配筋例 

深度 300 ㎜鉄筋 

非金属管（上部が黒色、下部が白

色） 

密集配筋 

鉄筋（上部が白色下部が黒

色） 

黒い帯状の線はｺﾝｸ

ﾘｰﾄ試験体の厚み 

 

 

資料提供はランドアート殿 
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4－1 Ｗ筋の場合 

表示例 

 

Ｗ筋の探査例 

 

 

 

 

 

 

60
㎜
以
上
は
下
部
筋
も
見
え
る 

60
㎜
以
下
は
下
部
筋
は
見
え
難
い 

ポイント 

・ 上部筋と下部筋の間

隔が近い場合、上部

筋で電波減衰する。 
・ その場合、山形波形

の立ち上りと立下り

の波形交点から位置

を特定する。 

  

 

壁厚 

上部筋 

下部筋 

壁境界【空
気面】の反
射波（上部
筋間を通過
した電波の
為、鉄筋の
直下は減衰
する） 

下部筋のエ
コー直上部
は上部筋で
減衰する
為、薄く表
示される 
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壁厚 

上部筋 

下部筋 

 

4－2深度の相異する鉄筋の表示（千鳥筋） 

表示例 

 

千鳥筋の探査例 

 

 

 

             

 
 
 
 
 

上部の鉄筋の影響で

電波信号が大幅に減

衰し見えにくくなる 

同極の信号が重なり濃

く表示される 

・ 波形の重なった部分は信号強度も強くなり画像（映像）も濃く表示される。 
・ 上部鉄筋の影響で下部筋は大幅に映像が薄く表示される。 
・ 相互の鉄筋位置が近くなればなるほど山形波形が分離しづらく、判定困難が困

難になる。 
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複雑配筋と非金属管探査

例 

非金属管 配筋 

4－3電線管（ＣＤ管：コルゲート管） 

表示例 

   ＣＤ管を探査するには十分な観察力と推測を要する。 

   特に鉄筋の間に配置されたＣＤ管（電線なし）は両端の鉄筋の多重反射と重なり解析困

難となる。 

 

電線管等が埋設される探査例 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＣＤ管 

ポイント 

・ カラーパターンの変更（探査目的の材質を白色に）左を白色、右を黒色に変更する。 
・ 鉄筋のみの波形認識を行い、その波形と異なる部分を慎重に分析すること。 
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スラブ筋 クラック 

【スラブ筋が錆びることでクラックが発

生】 

スラブ筋とクラック探査例 

4－4 鉄筋が錆びることによるクラック発生の場合（スラブ筋に多く見られる） 

表示例 

 

 

スラブ筋とクラック探査例 

 

 

 

 

 

 

 

生】 

  
  

ポイント 

・ 鉄筋が腐食し爆裂した場合、左右の鉄筋へクラック状の波形が繋がる。（上面に

もクラックが発生することが多いが垂直のクラックは反射しない為、見えない） 
・ 配色「上が黒色、下が白色」の色合いの方が、クラック幅が大きいと推定され

る。 
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4－5同一深度における鉄筋の表示 

表示例 

 

 

探査例 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

断面配筋図 

・ 波形の重なった部分は信号強度も強くなり画像（映像）も濃く表示される。 
・ 鉄筋画像と多重反射（偽像）と重なった部分は打ち消し合い、薄く表示される。 
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4－6 並行鉄筋の直上を探査した場合 

表示例 

 

 

 

探査例 

 

 

 

 

 

 

 

 

並行する鉄筋 

並行筋の直上を探査した為、交差筋が見にくい 
左右に少しずらして再探査 
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4－７ 同一径鉄筋でも深度により山形波形が異なる 

表示例 

 

 

 

探査例 

   

   

 

 

 

 

 

 

電磁波レーダ装置 

ポイント 

・ 電波は広がりを持って発

射されている。 
・ 同一径の深度の異なる鉄

筋の場合、下部筋の方

が、山形形状が拡がって

表示される。 
・ 深い深度で鋭角の波形形

状は異なる鉄筋の山形波

形と推測する。 

同径鉄筋 
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4－8 深度の深い鉄筋の注意点について 

表示例 

 

 

 

探査例 

 

  

 

 

 

 

」 

勘違いする画像 

電磁波レーダ装置 電磁波レーダ装置 

ポイント 

・ 電波は広がりを持っ

て発射される為、深

度が深くなればなる

ほど広い角度の山形

波形となる。 
・ 深い深度で鋭角の波

形形状は異なる鉄筋

間の山形波形が重な

った山形波形と推測

する。 

 

上部鉄筋 

下部鉄筋 

鉄筋間の山形波形
の重なった部分 

壁厚 



Quick Start Guide                                                                                                         StructureScan SIR-EZ 
 

Geophysical Survey Systems, Inc. 46 

５．比誘電率について 

 

5－1 比誘電率基本的な考え方 

電磁波は媒質の固有にもつ比誘電率εrの異なる面において反射し、反射の極性(正or負)は進んできた媒

質１の比誘電率と変化する媒質２の比誘電率の大きさにより変化する。この比誘電率の大きさによる反射

の極性変化に着目して、鉄筋もしくは空気からの反射を判断する。（反射信号が金属からのものか非金属

からのものか） 

同装置は反射波の極性が正極性の場合、反射波の振幅が右側（白色）に、負極性の場合左側(黒色)に表示

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5－2 比誘電率による判別基準（鉄筋と空洞） 

 

（鉄筋からの反射） 

コンクリートの比誘電率は 6～8、鉄筋などの金属

の比誘電率は無限大となります。 

従って、図 5.1 においてｺﾝｸﾘｰﾄ誘電率がε1＝4～8、

金属ε2＝∞、ε1＞ε2となり正極性となり、反射

波の振幅は右側（白色）に表示される。 

（空気からの反射） 

コンクリートの比誘電率は 4～12、空気の比誘電率

は１従って、図 5.2においてε1＝4～8、         

ε2＝１となりε1＞ε2より負極性となり、反射波

の振幅は左側に表示される。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

反射波形 

鉄筋の位置 

（金属） 

反射波形 

左に表示(負極性) 

白色 

 空気の位置 
（非金属） 

多重反射 

右に表示(正極性) 

黒色 

 

入
射
波 

反
射
波 

透
過
波 

媒質 1 

比誘電率：ε1 

媒質２ 

比誘電率：ε2 

境界面 比誘電率ε

  

ε1＞ε2  ε1＝ε2   ε1＜ε2   
負極性  反射無(全透過) 正極性 

各物質 誘電率 表 を参
 

黒色 白色 
画面表示 

ポイント 

・ コンクリート誘電率（ε＝６～８）＜ 金属（ε＝∞）、水（ε＝８１）   正極性（右振れ） 
鉄筋、岩盤、非金属ﾊﾟｲﾌﾟに水が満水、金属管、電線入りＣＤ管＝全て正極性（右振れ） 

・ コンクリート誘電率（ε＝６～８）＞ 空気（ε＝１）   負極性（左振れ） 
    非金属ＣＤ管、非金属管(ガス管)、クラック、ジャンカ、空洞＝全て負極性（左振れ） 

 

多重反射 

図 5．1 鉄筋反射例 

画面表示 

図 5．2 空洞反射例 

図４－１ 電磁波の反射の関係 
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６．周波数と探査適用について 
 

 6－1 周波数と深度の関係（アンテナの選定） 

  ストラクチャスキャン SIR-3000 シリーズでは目的用途に応じ、各種の周波数の異なるアンテナ

（2,600MHZ～100MHZ）があります。 

  周波数が高くなればなるほど高精度と高分解能探査が可能な反面、探査深度が浅くなります。逆に低

周波数になればなるほど探査深度は深くなりますが精密探査には不向きとなります。 

  ストラクチャスキャンＥＺの周波数は 1,600ＭＨＺです。（ｺﾝｸﾘｰﾄ探査深度 max、350 ㎜ 但し、上部

に鉄筋や空胴等の反射物質がないことが条件） 

 

   ２００MHZ   ２ｍ程度  

   ２７０MHZ   ２ｍ以内 

 

   ４００MHZ   １m以内 

   ９００MHZ   0.6ｍ以内 

  

１６００MHZ   350 ㎜以内 

２０００MHZ   250 ㎜以内 

２６００MHZ   200 ㎜以内 

 

 

７．見るポイントについて 

 

・ 波形の山の立上りと立下りに注目 
・ 山形波形は左右対象、非対称に注意 
・ 金属は表面で全反射（透過しない）、非金属は透過することも 
・ モルタル下のラス貼りは表面で全反射 
・ 鉄筋だけの形状を認識、その波形以外の異なる波形に注目 
・ 非金属を見るには画像パターンの白黒表示を逆にすると判別し易い（左を白色に） 
・ 鉄筋間の下部配筋された非金属管には注意を（鉄筋波形と非金属波形が重なり見難い） 
・ Ｗ筋の下部筋は上部筋の影響で直上が薄くなる（山形形状に注目） 
・ 並行筋を探査した場合、左右に少しずれて再探査 
・ 比誘電率は大きい誘電率に変わると波形は右に、小さくなると波形は左に 
・ 壁厚は鉄筋間の下に表示（空気の為、鉄筋表示色と反対色） 
・ 壁厚が表示されている場合、その直上には反射する物質はないと思われる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地中探査（浅埋設管や表層の空洞） 

高厚ｺﾝｸﾘｰﾄ探査（トンネル内空や護岸内空洞） 

通常のｺﾝｸﾘｰﾄ探査（一般構造物の配筋や空

洞） 

地中探査（埋設管、空洞や緩み） 
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８．電線管（ＣＤ管）を探査する場合のポイント 
電線管は鉄筋配筋の直下や斜め配管され誤判定することが多く見られ破断原因となります。 

構造物内の探査には十分ご注意され、事前情報があれば、より一層慎重な判断をお願いします。 

 
探査上の注意点 

１．偶然①や②ラインのみを探査した場合 

・ 電線管（ＣＤ管等）が混入している可能性がある場合、探査する箇所を増やすことをお勧めします。電線管等は

鉄筋の様に規則正しく配筋されることが少ない為（斜め配管等）、探査位置が上部鉄筋の直下（ＡやＢ）に配管

していることもあります。 
・ その為、上部鉄筋による電波減衰や波形相互干渉で見にくくなり見逃すことも考えられます。 
 

２．③や④ラインを追加し探査する 

・ 上部鉄筋の影響が少ないため画像判断がし易くなります。 
・ 但し、本数等は現場の状況（配筋ピッチやかぶり厚により）で決定します。 
 

３．斜め配管の画像表示の特長 

・ 斜め配管の画像表示（山形波形）は電波の輻射部分が鉄筋に比べ多くなる為、山形波形が大きなカーブとなります。 

・ 判定しやすい様に同配管を直交する方法で探査（⑤ライン）を実施して下さい。 
 

４．その他の判定方法 

・ 壁厚やスラブ厚（空気や砕石反応）が探査可能な場合（鉄筋直下は画像薄い）、特定部分（一部部分）が画像が

消えてたり薄くなったりしている部分があれば、上部に何かしら電波減衰を生じる物質があると考え注意をする。 

 

 

追加探査 
① 

 

② 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 

平面画像表示 

③ 

 

④ 

 

追加探査 
⑤ 

 

 
上部鉄筋 

電線管 










